
コーポレートアウトライン2023
セブン＆アイグループの業績と戦略を理解する

2013年度 2014年度 2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

営業総収入 679,561 736,343 793,661 833,743 849,862 873,555 887,625 850,291 863,025 872,719 894,659
販売費及び一般管理費 397,767 439,785 481,362 514,907 533,633 561,600 573,1 03 558,597 574,340 578,549 600,627
営業利益 2 12,785 223,356 235,033 243,493 244,1 1 0 245,088 253,980 233,321 223,091 232,873 251,029
経常利益 220,927 232,593 256,726 251,265 25 1,7 1 7 252,917 262,249 281,974 273,672 282,630 297,714
当期純利益 134,371 136,924 162,910 144, 1 5 1 166,760 153,233 169,695 194,479 189,652 203,009 21 1 ,102
設備投資 124,350 129,438 124,543 125,045 136,297 1 10,028 96,062 125,461 97,599 93,946 127,080
減価償却費 39,002 47,698 51,784 58,829 64,294 70,1 82 73,538 76,896 79,283 83,961 88,508
総資産 1,599,493 1,700,723 1,793,836 1,770,944 1,860,028 1,880,508 2,029,375 2,058,152 2,109,1 74 2,1 16,144 2,214,464
純資産 1,204,465 1,255,621 1,325,737 1,293, 1 57 1,365,202 1,408,557 1,478,41 6 1,528,718 1,583,441 1,557,21 2 1,628,167
EBITDA 25 1 ,788 271,054 286,817 302,322 308,404 315,270 327,519 310,2 17 302,375 316,835 339,537
ROA（%） 8.7 8.3 9.3 8.1 9.2 8.2 8.7 9.5 9.1 9.6 9.7
チェーン全店売上 3,781,267 4,008,261 4,291,067 4,515,605 4,678,083 4,898,872 5,010,273 4,870,619 4,952,782 5,148,742 5,345,243
総額チェーン全店売上 – – – – – – – – – 5,164,231 5,362,931
　加工食品 979,348 1,034, 1 3 1 1 ,1 15,677 1,183,088 1,230,335 1,278,605 1,297,660 1,246,878 1,258,006 1,31 1,714 1,426,539
　ファスト・フード 1,077,661 1,1 86,445 1,278,738 1,350,166 1,412,781 1,499,054 1,533,14 3 1,436,832 1,456, 1 1 8 1,523,448 1,565,976
　日配食品 487,783 517,065 579,294 614, 122 626,863 641 ,752 661 ,356 647,792 638,908 645,528 670,366
　非食品 1,236,474 1,270,61 8 1,317,357 1,368,228 1,408,103 1,479,459 1 ,518 , 1 1 2 1,539, 1 1 5 1,599,748 1,683,539 1,700,049
既存店売上伸び率（%）* 2.3 2.4 2.9 1.8 0.7 1.3 0.2 △2.4 0.7 3.6 3.0
　客数（%） 2.4 0.7 1.3 0. 1 △0.9 △0.6 △2. 1 △9.9 △1.2 0.3 1.6
　客単価（%） △0. 1 1 .7 1.6 1.7 1.6 1.9 2.3 8.4 1.9 3.3 1.4
全店平均日販（千円） 664 655 656 657 653 656 656 642 646 670 691
新店平均日販（千円） 522 5 13 530 533 546 560 554 557 537 598 61 1
商品荒利率（%） 30.7 31.4 31.6 31.8 31 .9 31.9 32. 1 32.0 3 1 .7 3 1.9 32.2
　加工食品（%） 38.7 38.8 38.9 39.2 39.4 39.5 39.5 39.4 39.3 39.8 40.2
　ファスト・フード（%） 35.1 35.7 35.5 35.7 35.9 36. 1 36.6 36.6 36.6 37.3 37.2
　日配食品（%） 33.2 33. 1 33.2 33.4 33.5 33.4 34.0 34.2 34.2 34.5 34.7
　非食品（%） 19.6 20.7 20.9 21.0 20.7 20.5 20.3 20.7 20.1 20.1 20.0
期末店舗数 16,31 9 17,491 18,572 19,422 20,260 20,876 20,916 21,085 21,205 21,252 21,363
　出店 1 ,579 1,602 1,651 1,682 1,554 1,389 743 610 625 597 556
　閉店 332 430 570 832 7 16 773 703 441 505 550 445
　　立地移転等 255 347 450 670 568 562 482 288 354 445 329
フランチャイズ店店舗数 15,879 17,021 18,071 18,977 19,792 20,499 20,545 20,632 20,778 20,987 21,170
　Aタイプ 4,333 4,353 4,448 4,554 4,563 4,558 4,539 4,482 4,420 4,400 4,352
　Cタイプ 1 1,546 12,668 13,623 14,423 15,229 15,941 16,006 16,150 16,358 16,587 16,818
直営店店舗数 440 470 501 445 468 377 371 453 427 265 193
酒あり店舗比率（%） 99.0 98.9 98.7 98.6 98.5 98.4 98.4 98.4 98.4 98.3 98.3
タバコあり店舗比率（%） 94.8 95.5 95.5 95.7 95.8 96.3 96.9 97.0 97.0 97.2 97.4
期末売場面積（㎡） 2,106,262 2,278,784 2,439,550 2,566,701 2,772,283 2,909,609 2,929,047 2,969,294 2,972,807 3,029,067 3,053,346
期末社員数 6,567 7, 1 9 1 8,054 8,562 8,886 9,092 8,959 8,990 8,930 8,549 8,333
料金収納取扱件数（千件） 402,999 418,845 439,138 460,585 481,800 502,468 513,061 510,2 1 2 501 , 1 8 1 524,766 538,763
料金収納取扱金額 4,038, 1 19 4,346,959 4,579,660 4,691 ,738 4,961,7 1 5 5,253,766 5,439,479 5,403,420 5,479,461 5,967,134 6,087,506

国内コンビニエンスストア事業
（百万円）

* 2013年度から2017年度の既存店売上伸び率はPOSAカードの影響を含めた数値

セブン - イレブン・ジャパン

（注）  2022年度より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を適用。従前の計上方法によるチェーン全店売上高は「総額チェーン全店売上」として記載
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営業総収入及び営業利益
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当期純利益及び総資産当期純利益率（ROA）

当期純利益（左軸） 総資産当期純利益率（右軸）

国内コンビニエンスストア事業
セブン - イレブン・ジャパン

出典：セブンーイレブン・ジャパンによる来店客調査

（注）  2022年度より「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 2020年3月31日)等を適用
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店舗展開 全店平均日販

新店平均日販

主要コンビニエンスストアチェーンの国内店舗数の推移

2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度

セブン - イレブン* 20,876 20,955 21 , 1 67 2 1,327 21,402 21,535

ローソン 14,659 14,444 14,476 14,656 14,631 14,643

ファミリーマート 16,430 16,6 1 1 16,646 16,569 16,533 16,271

大手3社以外 4,014 3,450 3,608 3,379 3,286 3,208

全国 55,979 55,460 55,897 55,931 55,852 55,657

（店）

出典： 日本フランチャイズチェーン協会「コンビニエンスストア統計調査月報」、各社発表資料
（注） 各年度末の店舗数　　* セブン - イレブン・沖縄を含む

（注）1 . 2023年度
2. 業界大手他社平均は大手コンビニエンスストアチェーン2社の単純平均

出典：各社発表資料
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（注）セブン - イレブン・沖縄を含む　　（2024年2月末現在）

セブン - イレブン・ジャパン
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国内コンビニエンスストア事業

商品の供給システム

オリジナルフレッシュフードは、それぞれが独立した協力企業
が運営するセブン - イレブン商品だけを扱う工場で製造され、
温度帯別共同配送センターから店舗へ納品されます。商品開
発や衛生管理、品質管理の面で差別化を図るため、当該工場と
温度帯別共同配送センターは全てセブン - イレブン・ジャパン
の定める基準で管理しております。店舗からの発注データを製
造工場と温度帯別共同配送センターと共有することにより、短
時間で効率的な納品が可能となっています。

セブン - イレブン・ジャパンの開発体制
• お客様ニーズの変化に対応した商品の品質・規格の提案
• チームMD（マーチャンダイジング）
（注）様々なメーカーやベンダー様などとチームを組み、各分野の高い技術と知識を結集
　　品質・安全性・美味しさにこだわった商品開発をする

商品開発を支えるインフラ

日本デリカフーズ協同組合（62社参加）
• 衛生管理、品質管理、工程管理
• 原材料共同購入
• 同一工程、同一設備
• 商品開発、設備開発
• 環境対策

本部商品開発担当 地区商品開発担当 品質管理担当 原材料担当

首都圏商品開発担当 地区商品開発担当 品質保証会議
各社の検査設備 資材調達会議

温度帯別共同配送センター：全国164拠点

料理専門家

原材料メーカー

プロセスセンター
調味料：9ケ所
野菜：9ケ所

製造工場：全国172拠点／（セブン - イレブン商品だけを製造している工場：全国156拠点／比率90.7%）

データ

個店別
仕分けデータ 

発注

物流

発注
納品

納品

製造工場

セブン - イレブン・ジャパン 毎日生産
全国172拠点

セブン - イレブン商品だけを
製造している工場：156拠点（ ）

全国セブン - イレブン店舗

毎日発注

温度帯別共同配送センター

毎日配送
全国164拠点

（内、フレッシュフード90拠点）

商品開発の仕組み

（注） 1. 日本デリカフーズ協同組合：1979年に米飯メーカーを中心に結成。現在は米飯、調理パン、惣菜、調理麺、漬物メーカー等が参加　2. 製造工場：セブン - イレブン・ジャパンの商品を製造している工場　3. 開発体制、製造工場数、セブン - イレブン商品だけを
製造している工場数、温度帯別共同配送センター及びプロセスセンター数は2024年2月末現在　4. セブン - イレブン・沖縄を含む

セブン - イレブン・ジャパン

（注）セブン - イレブン・沖縄を含む

オリジナルフレッシュフード商品の開発
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国内コンビニエンスストア事業

共同配送システム

鮮度管理は畑から始まっています。

コールドチェーン（低温物流網）

センターの設置状況

オリジナルフレッシュフードは、それぞれが独立した協力企業が運営するセブン - イレブン商品だけを扱う工場で製造さ
れ、温度帯別共同配送センターから店舗へ納品されます。商品開発や衛生管理、品質管理の面で差別化を図るため、当該
工場と温度帯別共同配送センターは全てセブン - イレブン・ジャパンの定める基準で管理しております。店舗からの発注
データを製造工場と温度帯別共同配送センターと共有することにより、短時間で効率的な納品が可能となっています。

畑で収穫されたばかりの野菜を新鮮なまま輸送・加工するために、「コールドチェー
ン」を導入しています。収穫された野菜はその場で低温保管され、特別な配送車で、
生産地から野菜プロセスセンター、製造工場、店舗まで、一貫した温度管理のもとで
配送されています。

セブン - イレブン・ジャパンの温度帯別共同配送システム

延べセンター数 拠点数

5°C管理 76 5°C　1 1  
20°C　14
共同　6520°C管理 79

センター数

-20°C管理 22

常温管理 52

（注）1 . 2024年2月末現在
　　2. 延べセンター数は、一拠点から複数の商品カテゴリーを配送している場合にカテゴリーごとでカウントした延べ数
　　3. セブン - イレブン・沖縄を含む

セブン - イレブンの店舗

チルド
共同配送センター

調理パン
サラダ•惣菜
麺類

牛乳•乳飲料 等

常温
共同配送センター

ソフトドリンク・酒類
加工食品
菓子

雑貨類 等

米飯
共同配送センター

弁当
おにぎり

焼きたてパン 等

フローズン
共同配送センター

アイスクリーム
冷凍食品

ロックアイス 等

20℃
管理配送

5℃
管理配送

-20℃
管理配送

常温配送

（温度）

生産地

産地 チルド車

野菜プロセスセンター 製造工場 店舗

適
温

一般的な輸送方法

セブン - イレブン・ジャパン 

30℃

0℃

セブン - イレブン・ジャパン
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キャピタル・アロケーションプラン／株主還元

連結財務KPI

グループ戦略実行の軌跡／
グループの今後の具体的なアクションプラン

マーケット環境を知る

／時価総額ランキング

セブン＆アイグループの業績と戦略を理解する

世界の小売業／売上高ランキング

グループ主要事業会社のマーケットシェア（単体）

米国マクロ環境及び小売業の動向

国内小売業の動向

国内マクロ環境

セブン＆アイグループを知る

企業プロフィール

数字で見るセブン＆アイグループ

株式情報を見る

セブン&アイグループの歴史を見る

株式情報

沿革

海外コンビニエンスストア事業

スーパーストア事業

金融関連事業

その他の事業
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セブン＆アイグループの業績と戦略を理解する

国内コンビニエンスストア事業

セブン - イレブン・ジャパンは「中小小売店舗の近代化・活性化」を目指し、独自のフランチャイズシステムを展開してい
ます。セブン - イレブン・ジャパンと各加盟店は対等の立場であり、それぞれの役割分担が明確になっています。利益分
配においては荒利分配方式を採用しており、その結果、セブン - イレブン・ジャパン、加盟店とも売上ではなく荒利益の
向上を追求するため、双方の共存共栄へとつながります。

Aタイプ（4,352店舗） Cタイプ（16,818店舗）

土地、建物 加盟店が用意 セブン - イレブン・ジャパンが用意
販売什器、ストア・コンピュータ（SC）等 セブン - イレブン・ジャパンが用意
契約期間 15年
水道光熱費負担 セブン - イレブン・ジャパン　80%　　 加盟店　20%

セブン - イレブン・チャージ

売上総利益に45%を乗じた金額 売上総利益に対してスライドチャージ率を
乗じた金額

5年経過インセンティブ、15年契約更新インセンティブあり（チャージの減額）
売上総利益550万円超／月　24時間営業　①24時間営業 △2%　②特別減額 △1%　③月額△3.5万円

24時間以外　①特別減額 △1%　②月額△1.5万円
売上総利益550万円以下／月　24時間営業 月額△20万円／24時間以外 月額△7万円

不良品（廃棄ロス商品）原価負担 セブン - イレブン・ジャパン　15%　　 加盟店　85%

複数店経営奨励制度
複数店全店に対し、3%のインセンティブチャージを適用
開業後5年経過した加盟店が新たに複数店を開店する場合、
「5年経過店のインセンティブチャージ」を開業時から適用

最低保証 オーナー総収入（年間）
24時間営業 2,200万円／24時間以外 1,900万円

オーナー総収入（年間）
24時間営業 2,000万円／24時間以外 1,700万円

日本 アメリカ・カナダ

店舗関連

タイプ別店舗数*1

Aタイプ 
Cタイプ 
直営店

4,352店舗
16,818店舗

193店舗

BCP店（Aタイプ）*2

Cタイプ
直営店

625店舗
6,623店舗
5,874店舗

ガソリンスタンド併設店舗 202店舗*3 8,255店舗

1店舗当たり標準売場面積*4 約148㎡ 約177㎡

商品とサービス

1店舗当たりのアイテム数*4 約3,300アイテム 約2,300アイテム

商品以外の店頭サービス

ATM
料金収納代行サービス
宅急便
マルチコピー機（チケット
サービス、行政サービス等）
『nanaco』ポイントサービス

ATM
料金収納代行サービス
ギフトカードの販売
7Rewards

支払方法
現金、電子マネー、
クレジット、デビット、
バーコード決済等

現金、クレジット、デビット、
バーコード決済、
モバイル等

（2024年2月末現在） （2023年12月末現在）

*1  Aタイプ及びBCP店は加盟店が店舗の土地・建物を用意、Cタイプは本部が店舗の土地・建物を用意
*2  BCPはBusiness Conversion Programの略称
*3  セブン - イレブン・ジャパンのガソリンスタンド併設店はENEOS株式会社との複合出店店舗
*4  最も多い仕様の売場面積とアイテム数

（注）1 . 店舗数は2024年2月末現在
　　2. 売上総利益は「売上から売上商品原価（商品の総売上原価から品減り・不良品各原価及び仕入値引金を差し引いた純売上原価）を差し引いたもの」
　　3. 特別減額チャージは、2017年9月より当面の間実施
　　4. 2020年3月、セブン - イレブン・チャージの制度変更を実施
　　5. オーナー総収入は、「売上総利益からセブン - イレブン・チャージを差し引いたもの」

売上総利益セブン - イレブン・
ジャパン 加盟店

セブン - イレブン・チャージ

自己資本の蓄積

・商品開発、商品供給体制の構築
・発注システム、商品情報の提供
・経営相談
・会計簿記サービス
・販売設備の設置、改廃
・水道光熱費の80%負担
・不良品（廃棄ロス商品）原価の15%負担

オーナー総収入

自己資本の蓄積
オーナー生活費

・店舗の運営管理
　 従業員の採用、商品の発注、
　 店舗の清掃管理、接客
・水道光熱費の20%負担
・不良品（廃棄ロス商品）原価の85%負担 

荒利分配

役割分担

利益の蓄積

拡大再生産のための再投資

セブン - イレブン・ジャパン

フランチャイズシステム 日米のセブン - イレブンの比較

主要事業会社の概要

国内コンビニエンスストア事業■

財務状況

セグメント別業績の推移

連結業績ハイライト

連結業績の推移

キャピタル・アロケーションプラン／株主還元

連結財務KPI

グループ戦略実行の軌跡／
グループの今後の具体的なアクションプラン

マーケット環境を知る

／時価総額ランキング

セブン＆アイグループの業績と戦略を理解する

世界の小売業／売上高ランキング

グループ主要事業会社のマーケットシェア（単体）

米国マクロ環境及び小売業の動向

国内小売業の動向

国内マクロ環境

セブン＆アイグループを知る

企業プロフィール

数字で見るセブン＆アイグループ

株式情報を見る

セブン&アイグループの歴史を見る

株式情報

沿革

海外コンビニエンスストア事業

スーパーストア事業

金融関連事業

その他の事業
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